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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

仏国のINSA-Lyonとの共同研究により、デブリ取り出し工程で発生する

可能性のある固液二相流下での配管減肉モデルを実験とシミュレーシ

ョンの両面から検討するとともに、過酷環境において信頼性の高い減肉

速度の評価が可能な電磁超音波センサを用いたオンラインモニタリン

グとを併用することにより、配管系のリスク管理を可能とする新しい方

法論について検討する。 

配管システムにおける腐食･潰食モードと減肉速度は、機構論的モデル

に立脚したシミュレーションと物質移動係数を制御した電気化学実験

を組み合わせて評価する。さらに、配管減肉を常時監視するための電磁

超音波センサネットワークを設計、開発する。減肉評価方法の信頼性を

向上させるために、検出確率と減肉評価性能を評価し、改良を行うこと

を目的として、以下の項目を行う。 

１）固液混相流のモデルと減肉予測 

２）EMATモニタリングシステムの開発 

３）リスク評価 

２．総合評価 Ｓ ・日仏共同研究として、しっかりとした連携によりシナジー効果が見ら

れたことは高く評価できる。 

・1Fにおいてバウンダリの維持は重要であり、配管減肉のメカニズム解

明や定式化により、リスク管理手法を確立したことは高く評価でき

る。また、1F廃炉以外への波及効果についても期待が持てる。 

・EMATは他で使われている方法であるが、1F廃炉とつなげたことは評価

できる。また、非接触で計測ができることに期待が持てる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


